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はじめに
金沢大学附属中学校
校長折川司
国立教育政策研究所の指定を受けた伝統文化教育に関する研究は,平成29年4月
に産声を上げました。それまでの3年間は，これも国立教育政策研究所のお力添え
をいただきながら,ESD(持続可能な開発のための教育）に関する研究を展開してお
りました。
本校のESDは，巷でありがちな，総合的な学習の時間における華やかな環境保全
体験などではなく，「持続可能な開発」という考え方を生徒たちが理解し，様々なフ
ィールドやレベルにおいて実践する上で基盤となる「汎用的な能力（代替案の思考
力，未来像を予測して計画を立てる力，多面的・総合的に考える力，コミュニケー
ションの力)」を教科横断的なカリキュラムの中で，日常的に繰り返し，また重点的
に鍛えていくというものでした。この少し風変わりなESD研究は，汎用的な能力の
育成という視点と，汎用性という要件によって各教科等が結びつく経験，そして，
その結果生まれた教科横断型カリキュラムを通して,中等教育が陥りがちな｢教科」
という，ある意味タコツボから這い出すことを私たちに求めました。
本年度足を踏み入れました伝統文化教育の研究においては，昨年度までのESD研
究において得たもの，経験したことを活かしつつ，汎用的な能力と各教科等におい
て鍛錬させるべき資質・能力とを関連づけながら，いかに効率よく，効果的に向上
させていくかということを検討していきたいと考えています。ご存じのように，こ
こ金沢は極めて豊かな文化的土壌をもっていますが，単にこの街が醸成してきた
種々に触れ，それらへの理解を深めたり，保存・発信しようとしたりといった表層
的な取り組みではなく,ESD研究がそうだったように教育的汎用を意識したものを
私たちは重視していく所存です。また，汎用的な能力の育成という点にばかり目を
向けていたのではおそらく見えてこない根源的な問題として，「なぜ伝統文化教育
なのか｣,ESDや人権教育，国際理解教育のようなものでなく「伝統文化教育でなけ
ればならない理由は何か」といったことにも真蟄に向き合い，答えを見出していき
たいとも思っております。
しかしながら，たどり着くべき水準や必要な要素，積み上げるべき実践などを少
しずつ整え，伝統文化教育の可能性を追求していくにあたり，私たちだけでは視野
が狭く，また考察も甘くなってしまうであろうことが十分に予想されます。皆さま
から，忌憧のない貴重な御意見がいただけると幸いです。
最後になりましたが，平成29年度の研究を推進するにあたり，懇切丁寧な御指
導・御助言をいただきました文部科学省の藤野敦先生，及び金沢大学，滋賀大学の
先生方に厚く御礼申し上げます。
平成30年2月
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